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ヒドリガモの雄(左)と雌(右) 観察風景

特定非営利活動法人(NPO法人) 「地球環境カレ

ッジ（Global Environment College : GEC）」（2004年2月

設立）では、市民を対象に環境学習･教育事業など

を行い、環境保全･改善意識の啓発･普及に貢献する

ことを目的として、各種イベントなどを開催しています。

冬の恒例イベントとなっている鳥の観察会。当日

は穏やかな晴天に恵まれました。前回の観察場所は

多摩川中流域でしたが、今回は場所を河口域に移し、

越冬のために渡ってきたカモ類などの水鳥を観察し

ました。この一帯にはたくさんの水鳥が集まっていま

した。双眼鏡を覗くと、鳥たちは実にさまざまな模様

や形をしているのがわかります。

赤茶色の頭にモヒカンのような模様が特徴のヒド

リガモ(雄)や、こげ茶色の羽毛に包まれ、くちばしの付

け根の白い斑がひと際目立つスズガモ(雌)、後頭部

にポニーテールのような冠羽の付いたキンクロハジロ

など、水面を漂っているカモの仲間が多く見られました。

一方、対岸に停泊していた船の縁に300羽以上が

びっしり並んでいたのは、ユリカモメでした。水鳥のほ

かにも、堤防の近くでは冬の鳥として知られるツグミ

や、上空高くにはトビの飛翔する姿も見られました。

夏と冬に開催しているGECの自然観察会は、恒例

イベントである「子ども環境カレッジ」となっています。

毎回観察場所を変えて、新しい活動を盛り込むことで、

より充実した内容を目指しています。今回の参加者

の中には、過去の「冬の野鳥観察会」や、2006年夏

に多摩川河口の干潟で開催した「親子水辺の生き

もの観察会」に参加された方もおられました。リピー

ターの方々にも新しい発見の機会を提供できるように、

今後も努めてまいります。

(参考：URL  http://www.gecollege.or.jp/)

(NPO法人　地球環境カレッジ　事務局　藤原 悦子)

いであ株式会社は、この法人の会員として、
NPO法人「地球環境カレッジ」を支援しています。

今回観察できた主な鳥今回観察できた主な鳥

ヒドリガモ、スズガモ、キンクロハジロ、ホシハジロ、ダイサギ、アオサ

ギ、カワウ、ユリカモメ、オオジュリン、ムクドリ、ハクセキレイ、ツグミ、

シジュウカラ、カンムリカイツブリ、ハシボソガラス、ノスリ、トビ

実  施  日：2007年1月27日(土)

場　　    所：GEカレッジホール(いであ(株)内) 及び

　　　　　　　    多摩川河口域(川崎区) 

参加者数：22人(小人12人，大人10人)

水鳥観察会レポート
2006年度 冬の

スズガ
モ

「たのしかった！」
参加者

の声参加者
の声

「いつもは点にしか見えていない水鳥が、

水に潜ったり、羽ばたいたりする様子ま

で観察できて、とても楽しかったです。」


